
JP 4948602 B2 2012.6.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の遠位端に配置された光学端子に光学素子を取り付けるための適用装置であって
、
前記適用装置は近位側とそれに対立する遠位側を持ち、
前記適用装置は、
　開口部を持ち、前記開口部の中において前記光学素子を支持する基盤と、
　前記開口部の中に解放可能なように配置された前記光学素子と、
　前記基盤の近位側より延びている１つ以上の位置決め部材と、
　前記基盤の遠位側に配置され、前記光学素子に力を伝えるように構成された作動要素と
、を備え、
前記光学素子は前記作動要素を作動することによって近位方向に解放されることを特徴と
する適用装置。
【請求項２】
　前記作動要素は、
　前記基盤の遠位側より延びているピストン筐体と、
　前記ピストン筐体内に摺動自在に支持され、前記光学素子に力を伝えるように構成され
たピストンと、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の適用装置。
【請求項３】
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　前記ピストンは、前記光学素子に対面する柔軟な先端を備えることを特徴とする請求項
２に記載の適用装置。
【請求項４】
　前記柔軟な先端はシリコンゴムを備えることを特徴とする請求項３に記載の適用装置。
【請求項５】
　前記作動要素は、
　前記光学素子に力を伝えるように構成された先端と、
　前記先端を前記基盤に繋げる少なくとも１つの支柱と、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の適用装置。
【請求項６】
　前記作動要素は、前記基盤上に配置される弾力性の薄膜を備え、前記薄膜は前記光学素
子に力を伝えるように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の適用装置。
【請求項７】
　前記薄膜上に配置又は一体化され、前記光学素子に対面する先端を更に備えることを特
徴とする請求項６に記載の適用装置。
【請求項８】
　前記１つ以上の位置決め部材は、前記内視鏡の遠位に配置された対応する位置合わせ機
構とかみ合うように構成されたことを特徴とする請求項１に記載の適用装置。
【請求項９】
　前記光学素子の第１主表面は非粘着性であり、前記光学素子の前記光学端子に対面する
第２主表面は粘着性であることを特徴とする請求項１に記載の適用装置。
【請求項１０】
　前記光学素子は光学フィルタを備えることを特徴とする請求項９に記載の適用装置。
【請求項１１】
　前記光学フィルタはポリカーボネートを含むことを特徴とする請求項１０に記載の適用
装置。
【請求項１２】
　前記光学素子の前記粘着性側は、前記開口部の内へ延びている、段部又は凹部の上に支
持されていることを特徴とする請求項９に記載の適用装置。
【請求項１３】
　前記光学素子の前記粘着性側は、前記基盤に配置された金属円盤によって支持され、
　前記金属円盤は、開口部を持ち、前記開口部の中において前記光学素子を支持すること
を特徴とする請求項９に記載の適用装置。
【請求項１４】
　前記１つ以上の位置決め部材及び前記ピストン筐体は、前記基盤と共に一体として形成
されていることを特徴とする請求項１に記載の適用装置。
【請求項１５】
　前記基盤は、前記適用装置を扱うために１つ以上のつかみ面を備えることを特徴とする
請求項１に記載の適用装置。
【請求項１６】
　前記適用装置は、前記適用装置を無菌環境で保存するために封入物に包装されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の適用装置。
【請求項１７】
　前記内視鏡の、位置合わせ機構及び光学端子を持つ遠位端にかみ合うように構成された
適用装置であって、前記適用装置は、
　基盤と、
　光学素子と、
　作動部材と、を備え、
　前記基盤は、前記内視鏡の遠位端の位置合わせ機構にかみ合うように構成された１つ以
上の位置決め部材を持ち、
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　前記光学素子は、前記基盤にある開口部の中又は上に解放可能なように配置され、少な
くとも１つの前記位置決め部材が前記内視鏡の遠位端の位置合わせ機構にかみ合うと、前
記内視鏡の遠位端にある前記光学端子と位置が合わせられ、
　前記作動部材は前記基盤の上又は中に配置され、前記作動部材に外力が加えられると、
前記基盤から前記光学素子を解放し、前記光学素子を近位方向に押し付けるように構成さ
れている、
ことを特徴とする適用装置。
【請求項１８】
　内視鏡の、１つ以上の位置合わせ機構を持つ遠位端に配置された光学端子に光学素子を
取り付ける方法であって、
　前記光学素子を解放可能なように保持する適用装置を準備する工程と、
　位置決め部材を前記内視鏡の遠位部に配置された１つ以上の対応する位置合わせ機構に
かみ合わせ、それにより前記光学素子と前記光学端子の位置を決める工程と、
　前記適用装置を用いて前記光学素子の前記非粘着性側にに外力を加え、それにより前記
光学素子は前記適用装置から解放され前記粘着性側が前記光学端子に押し付けられる工程
と、を備え、
前記光学素子は、前記内視鏡の遠位端に対面する粘着性側とそれに対立する非粘着性側を
持ち、
前記適用装置は、１つ以上の前記位置決め部材を持つ、
ことを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記光学素子を前記光学端子に取り付けたまま、前記適用装置を前記内視鏡の遠位端か
ら引き抜く工程を更に含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記外力を加える工程は、前記適用装置の上又は中に配置された変形可能な素子を作動
する工程を含み、前記変形可能な素子は前記光学素子の非粘着側に力を伝えられるように
接触していることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記１つ以上の位置合わせ機構は、作業端子、水端子、外部外周表面、及び前記遠位端
に形成された表面輪郭からなる群より選ばれることを特徴とする請求項１８の方法。
【請求項２２】
　前記内視鏡の遠位端に前記適用装置を置く前に、前記内視鏡の光学端子を洗浄する工程
を更に備えることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　洗浄工程は前記内視鏡の光学端子に揮発性溶剤を適用する工程を含むことを特徴とする
請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記適用装置を無菌包装から取り出す工程を更に含むことを特徴とする請求項１８に記
載の方法。
【請求項２５】
　白色光内視鏡を、白色光と蛍光の合成撮影内視鏡に変換させるキットであって、
　無菌包装に封入された請求項１に記載の適用装置と、
　１つ以上の洗浄道具と、
　前記光学端子を洗浄する洗浄液と、
　内視鏡的処置後、前記光学素子を除去する除去道具と、
を備えることを特徴とするキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像診断システムに関するものであり、具体的にはカラー又は多チャンネル
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蛍光及び反射画像を取得するために複数の画像撮影モードにおいて動作できるビデオ内視
鏡に関する。
【０００２】
［関連出願の相互参照］
  本出願は、その開示が参照により本明細書に組み込まれる２００６年７月２８日出願の
米国仮出願６０／８３３８９７の優先権を請求するものである。
【背景技術】
【０００３】
　蛍光内視鏡検査は、正常な組織と早期癌が疑われる組織との蛍光反応の差を、癌組織の
発見及び位置同定の手段として用いる。蛍光内視鏡検査において励起された蛍光化合物又
は蛍光物質（ｆｌｕｏｒｏｐｈｏｒｅ）は体外から投与され、不審な組織に優先的に蓄積
される光能動的な薬物であり得、又は全ての組織に存在する内在性の蛍光物質でもあり得
る。後者の場合は、組織からの蛍光は一般的に自己蛍光（ａｕｔｏｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎ
ｃｅ）又は固有蛍光（ｎａｔｉｖｅ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｃｅ）と呼ぶ。組織自己蛍光
は通常、紫外線及び可視スペクトルの青領域の吸収バンド、及び可視スペクトルの緑及び
赤領域の発光バンドを持つ蛍光物質よるものである。早期癌が疑われる組織は、自己蛍光
スペクトルの緑の領域が著しく抑えられている。自己蛍光に基づいた蛍光内視鏡検査はこ
のスペクトル差を利用して正常な組織と不審な組織を区別する。
【０００４】
　蛍光内視鏡ビデオシステムは一般的に、光源と被照組織の間及び組織と画像センサの間
に夫々挿入されたフィルタによって、白色光、反射光、蛍光励起光、及び基準反射光と一
緒に蛍光励起光を発するための複数のモードで機能できる内視鏡光源を含む。カラーＣＣ
Ｄ撮影装置のような小型カメラを内視鏡の挿入部（遠位端又は先端部）に配置することが
でき、又は内視鏡の近位端に配置することもできる。後者の場合、撮影された映像は内視
鏡の遠位端から近位端まで光導体を用いて送信することができる。
【０００５】
　同一出願人による米国特許第２００６／０２４１４９６Ａ１号は、周知の白色光撮影内
視鏡の遠位端に配置され、該内視鏡を用いて白色光及び蛍光による患者の検査を可能にす
る遠位フィルタを開示する。このフィルタの主要な機能は、蛍光励起に使われる青色の照
明の透過を防いで、他の全ての可視光を対物レンズの視界に透過させることである。
【０００６】
　フィルタは、内視鏡の遠位部にスナップ式に取り付くフレームに搭載され得る。フィル
タ及びフレームの少なくともいずれかは、機械力、粘着力、磁気力、又はその他の方法で
内視鏡に取り付けられ得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第２００６／０２４１４９６Ａ１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　フィルタの取り付けは臨床環境において医療目的で行われるため、その取り付け工程は
簡単であり、正確であり、かつ確実でなければならない。このような点において、小さい
サイズのフィルタは取り扱いが容易ではない。又、ビデオ内視鏡の対物レンズに十分な精
度でフィルタを配置することは更に困難である。内視鏡の先端部の直径は通常５～１３ｍ
ｍであり、複数の照明端子（ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ　ｐｏｒｔ）、水端子（ｗａｔｅ
ｒ　ｐｏｒｔ）、及び１つ以上の作業チャンネル（ｗｏｒｋｉｎｇ　ｃｈａｎｎｅｌ）が
密集しており、これらは対物レンズと同じ空間に共存する。
【０００９】
　したがって、臨床環境においてフィルタのような光学素子をビデオ内視鏡の対物レンズ
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に正確で確実に配置することを可能とするシステム及び方法が求められている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、臨床環境において光学素子を内視鏡の遠位端に正確に、かつ確実に配置する
ための適用装置を対象にする。
【００１１】
　本発明のある態様によると、光学素子を内視鏡の遠位端に配置するための適用装置は、
開口部を持つ基盤、その基盤の開口部に解放可能なように支持される光学素子、基盤の近
位側より延びている１つ以上の位置決め部材、及び基盤の遠位側に配置され光学素子に力
を伝えるように構成された作動要素を含み、該光学素子は力を伝える要素を作動させるこ
とによって近位方向に解放される。
【００１２】
　本発明の異なる態様においては、内視鏡の遠位端にかみ合うように構成された適用装置
が提供され、該遠位端は位置合わせ機構を含む。該適用装置は、内視鏡の遠位側の位置合
わせ機構にかみ合うように構成された１つ以上の位置決め部材を持つ基盤と、その基盤の
開口部の上又は中に解放可能なように配置された光学素子を含み、該光学素子は、少なく
とも１つの位置決め部材が内視鏡の遠位端の位置合わせ機構にはめ込まれると、内視鏡の
遠位端の光学端子（ｏｐｔｉｃａｌ　ｐｏｒｔ）と位置が合わせられる。該適用装置は基
盤の中又は上に配置された作動要素を更に含み、該作動要素は外力が加えられると基盤か
ら光学素子を解放し、該光学装置を近位方向に押し付けるように構成されている。
【００１３】
　本発明の更に異なる態様においては、１つ以上の位置合わせ機構を持つ内視鏡の遠位端
に光学素子を配置するための方法において、光学素子を解放可能なように保持する適用装
置が提供され、該光学素子は内視鏡の遠位端に対面する粘着性側とそれに対立する非粘着
性側を持つ。適用装置は１つ以上の位置決め部材を備える。該方法は適用装置に配置され
た位置決め部材と内視鏡の遠位端に配置された対応する位置合わせ機構をかみ合わせ、そ
の結果光学素子を光学端子の位置に合わせる工程と、光学素子の非粘着性側に適用装置を
用いて外力を加え、その結果害光学素子を適用装置より解放し、粘着性側を光学端子に接
触するように押し付ける工程と、を含む。
【００１４】
　本発明は、白色光内視鏡を、白色光と蛍光の合成撮影内視鏡に変換させるキットも対象
にする。該キットは無菌包装に封入された上記の適用装置と、１つ以上の洗浄道具と、除
去道具とを含み、該除去道具は使用後の光学素子を、内視鏡の遠位端の光学端子から除去
するための道具である。該キットは、洗浄道具の中又は上に浸透させ得る洗浄溶液、又は
ユーザによって浸透させることができる洗浄溶液を更に含む。
【００１５】
　本発明の実施形態は以下の構成を１つ以上含み得る。作動要素は、基盤の遠位側より延
びているピストン筐体に摺動自在に支持され、前記光学素子に力を伝えるように構成され
たピストンとして実行され得る。作動要素はてこや薄膜として構成されてもよい。そして
、光学素子の第１主表面に対面する、ピストン、てこ、又は薄膜と、光学素子との間に、
シリコンゴムのような柔軟な先端を入れ得る。
【００１６】
　１つ以上の位置決め部材は基盤と一体として形成され得、内視鏡の遠位端に配置された
位置合わせ機構とかみ合うように構成され得、該位置合わせ機構は光学端子とは異なる他
の端子、又は内視鏡の遠位端に形成された表面上の物理的構造であり得る。好ましくは、
基盤も適用装置を扱うためのつかみ面を含み得る。
【００１７】
　光学素子は、例えばポリカーボネートで製造された光学フィルタであり得る。光学素子
は非粘着性である第１主表面と、（内視鏡と適用装置がかみ合わせられた場合）光学端子
に対面し、例えば結像レンズに付着させるために粘着性である第２主表面と、を持ち得る
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。光学素子の粘着性側は、開口部の半径方向内向きに延びている、段部又は凹部によって
支持され得る。又は、光学素子の粘着性側は、基盤に配置され光学素子のための開口部を
持つ金属円盤によって支持され得る。ある実施形態においては、本発明はここに説明され
ている複数の適用装置の１つを持つ内視鏡を提供する。
【００１８】
　本発明の更なる特徴と利点は下記の好ましい実施形態の説明及び請求の範囲で明らかに
される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
　次に来る図面は本発明の特定の例示的な実施形態を表すものであり、類似する符号は類
似する要素を示す。これらの実施形態は本発明を説明するためのものと理解されるべきで
あり、本発明を限定するものではない。
【図１Ａ】本発明のある実施形態による蛍光内視鏡ビデオシステムの構成図である。
【図１Ｂ】図１Ａの蛍光内視鏡ビデオシステムの、カメラの内部にフィルタが組み込まれ
た遠位端を示す図である。
【図１Ｃ】図１Ａの蛍光内視鏡ビデオシステムの、従来の内視鏡を用いて蛍光撮影及び白
色光撮影の両方を可能とする外部フィルタを持つ遠位端を示す図である。
【図２Ａ】図１Ｂの遠位フィルタの、蛍光撮影における作用を示す図である。
【図２Ｂ】図１Ｂの遠位フィルタの、白色光撮影における作用を示す図である。
【図３】本発明による遠位フィルタの例示的な実施形態を示す図である。
【図４】光学端子及び作業端子（ｗｏｒｋｉｎｇ　ｐｏｒｔ）を持つ内視鏡の遠位端の例
示的な構成を示す図である。
【図５】本発明による適用装置を内視鏡の遠位端に配置した実施形態を示す図である。
【図６】図５の適用装置の断面図であり、差し込み図は、遠位フィルタの支持部及び該フ
ィルタを光学端子に押し付けるピストンを示す拡大図である。
【図６Ａ】遠位フィルタの異なる実施形態を示す図である。
【図６Ｂ】内視鏡の遠位端に配置された本発明による適用装置の異なる実施形態を示す図
である。
【図６Ｃ】内視鏡の遠位端に配置された本発明による適用装置の更に異なる実施形態を示
す図である。
【図６Ｄ】図５の適用装置を用いて内視鏡の遠位端に光学素子を適用する順序を示す図で
ある。
【図７】無菌包装に封入された、本発明による適用装置を示す図である。
【図８】本発明の適用装置及びフィルタ洗浄、除去道具を含む無菌キットを示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１は例示的な蛍光内視鏡ビデオシステム１０を示す構成図であり、カラー及び蛍光画
像を取るための光を発する多モード光源１０２を含む。様々な種類の画像を取るために光
源１０２を使用することは後で詳しく説明される。光源１０２からの光は、内視鏡１１０
の照明ガイド１０４に供給され、照明ガイド１０４は撮影される組織サンプル１２を照射
する。
【００２１】
　図１Ａに示されているように、このシステムはカラーＣＣＤカメラ、更に詳しくは微光
の状況において機能できるカラーＣＣＤカメラのようなカメラ１００を、内視鏡１１０の
挿入端に含む。挿入端は遠位端又は先端とも呼ばれる。組織からの光はカメラ１００によ
ってとらえられる。内視鏡の挿入端にカメラ１００を配置すると、結果として現れる内視
鏡１１０は、現在市販されるビデオ内視鏡（例えばオリンパスＣＦ－２４０Ｌ）と同様な
蛍光ビデオ内視鏡として見なされ得る。この内視鏡は従来のカラー撮影に加え、蛍光／反
射撮影及び蛍光／蛍光撮影の少なくとも何れかに使用できる。内視鏡の挿入端にカメラを
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配置すると、撮影ガイド又はリレー・レンズを用いる内視鏡に比べ、光感受性及び画像解
像度が向上する。
【００２２】
　処理部／制御部１０６は、内視鏡に内在された電気信号送信線及び光信号送信線の少な
くとも何れかを介してカメラ１００及び光源１０２と交信を行い、ビデオモニタ１０８に
表示できるビデオ信号を生成する。又は、カメラ１００は処理部／制御部１０６と無線通
信を介して交信してもよい（不図示）。
【００２３】
　図１Ｂに示されているように、例示的なカメラ１００は単一色ＣＣＤセンサ１０３とそ
れに適切な撮影光学系１１３を含む。単一色ＣＣＤセンサ１０３の各ピクセル要素は一体
化されたフィルタ（通常は赤、緑又は青）で覆われている。これらのフィルタは、各ピク
セル要素に届く蛍光及び反射光の波長バンドを決定する。そのようなフィルタは、赤、緑
及び青の通過帯域の間にかなりのスペクトル重複を持っており、高い光強度の反射励起光
の存在下で低い光強度の蛍光撮影を行う際にはかなりのクロストークを引き起こす。した
がって、蛍光を通過させると同時に反射励起光の光強度を蛍光のレベルまで落とす別のフ
ィルタ１１８をＣＣＤセンサ１０３以前の光学経路上に配置することが好ましい。個別の
主蛍光信号と標準画像信号はＣＣＤセンサ１０３から処理部／制御部１０６に送信された
画像信号から生成することができる。単一色ＣＣＤセンサの代わりとして、３色ＣＣＤカ
ラー画像センサ組立構造、カラーＣＭＯＳ画像センサ、又は任意的に電荷担体増倍を持つ
３－ＣＭＯＳカラー画像センサ組立構造などがカラー画像センサ１０３であり得ることは
理解されるべきである。
【００２４】
　図１Ｂに示されているように、現在の蛍光ビデオ内視鏡システムのフィルタ１１８は典
型的に内視鏡の遠位端の内部に組み込まれており（典型的には対物レンズと微光撮像セン
サの間）、したがって専用の内視鏡が必要となる。フィルタ１１８は、これらのシステム
が撮影する組織の蛍光を励起する強い励起光を遮断する。この内蔵フィルタは、これらの
内視鏡を他の一般内視鏡より区別させる要素である。内蔵フィルタ１１８を持たない一般
ビデオ内視鏡を蛍光撮影にも使うためには、図１Ｃに示されているように充分な感度を持
つ画像センサを備えた内視鏡に外装フィルタフィルタ２０２を外部から適用させることが
できる。一般ビデオ内視鏡と外装フィルタ２０２の組合せは、適切な内視鏡光源１０２と
併せてカラー（又は白色光）モード及び蛍光モードの両方で撮影を行うことができる。
【００２５】
　図１Ｃは本発明の実施形態のひとつを示しており、この実施形態には遠位フィルタ２０
２が内視鏡の遠位端又は先端に配置されており、患者の蛍光及び白色光を用いる診断を行
うことを可能にする。下記に説明されるように、フィルタ２０２は撮像センサに届く余分
な励起光を遮断し、正常のホワイト・バランスを持つ白色光画像のために必要な充分な量
の青色光を通過させる。
【００２６】
　図２Ａ及び２Ｂは遠位フィルタ２０２の作用を更に詳しく説明している。例示的な内視
鏡２５０は、照明光を対象組織に当てる照明端子２５２及び２５４を含む。もう１つの端
子２５６は作業チャンネルの遠位入り口であり、この入り口を介して生体組織検査サンプ
ルの採取や染色剤を用いる組織のマーキングなどの診断行為及び治療行為を行うための内
視鏡ツールを通すことができる。組織３５０より反射された光はレンズ２５８によってと
らえられ、カラーセンサ２６２に光を画像化する。この実施形態においてカラー光センサ
はＣＣＤ，ＣＭＯＳ又は同等な画像センサ２６２であり、センサ２６２の前に配置された
ＲＧＢフィルタのようなモザイクフィルタ２６０を持つ。画像センサによって生成される
画像信号は画像処理部１０６（図１Ａ）に送られモニタ１０８に表示できるビデオ信号に
変換されるか、遠隔診断のため離れた場所に送られるか、又は後で評価、比較できるよう
に記憶媒体に保存される。
【００２７】
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　内視鏡２５０は遠位端フィルタ２０２とかみ合わせられた状態で示されている。下記に
更に詳細に説明されているように、フィルタ２０２は従来のカラーＣＣＤビデオ内視鏡の
先端に、検査前に適用され検査後に除去される使い捨て装置として設計されている。フィ
ルタはビデオ内視鏡の対物レンズ２５８の視界を覆うが、先端に配置される、照明端子２
５２及び２５４、作業端子２５６、水端子（不図示）及び他の構造を防ぐものではない。
フィルタは内視鏡の先端、好ましくはレンズ２５８、にしっかりと付着されており、意図
的に除去しない限りこのまま残る。
【００２８】
　フィルタ２０２は撮像レンズ２５８の前に配置され、画像センサに励起光が当たること
を遮断する。後て説明されるように、ある実施形態においては、フィルタは例えば約３７
０～４５０ｎｍの波長範囲、又はこの範囲の部分的な範囲である紫外線／青色光のスペク
トル域に含まれる波長の励起光を遮断し、白色光撮影に使われる特定の青色光、例えば４
５１～４８０ｎｍの波長、は通過させる。ほとんどの内視鏡は高角の視界を持っているた
め、フィルタもそれに対応する高角の視界において励起光を遮断しなければならない。更
に、フィルタは光学収差を引き起こさなく、内視鏡の先端部の機械的性質及び操作性を損
なわないような薄さででなければならない。適切なフィルタの例は、例えばＫｏｄａｋの
Ｗｒａｔｔｅｎゲルフィルタのように、望ましい範囲の励起光を遮断し高角の視界におい
て機能できる、染料を用いた吸収フィルタ等がある。
【００２９】
　図２Ａに示されているように、遠位フィルタ２０２は少なくとも２つのモードにおいて
蛍光画像の撮影を可能にする。第１のモードにおいては、典型的に紫外線／青の波長スペ
クトルバンド内の励起光が光源（不図示）から照明端子２５２及び２５４を介して提供さ
れ、組織サンプル３５０を照らす。励起光の一部は、蛍光を発するように組織サンプルを
励起し、励起光の異なる一部は組織３５０の表面で反射される。組織３５０の表面で反射
された励起光はフィルタ２０２によって遮断され、蛍光及び他のスペクトルバンドはフィ
ルタ２０２を通過する。
【００３０】
　ある蛍光撮像モードにおいては、組織のビデオ画像を作成するために蛍光のみを使用す
る。異なるモードにおいては、組織は励起光及び所定量の反射光で照射される。図２Ａの
例示的な実施形態に示されているように、反射光は赤のスペクトルバンドの中にある。こ
の反射光はフィルタ２０２と、画像センサ２６２の前に配置されたモザイク・フィルタ２
６０とを通過する。組織の画像は、例えば、画像センサ２６２より蛍光画像を取得するた
めの緑スペクトルバンドに含まれる緑ピクセルと、画像センサ２６２より反射画像を取得
するための赤スペクトルバンドに含まれる赤ピクセルとを合成することによって取得され
る。或いは、反射光は緑のスペクトルバンドで提供され得、蛍光画像は赤のスペクトルバ
ンドで提供され得る。更に異なる実施形態では、反射画像はフィルタ２０２によってフィ
ルタされていない波長の青色反射光を用いて生成されてもよい。蛍光画像と反射画像は合
成され、ビデオモニタ１０８（図１Ａ）に表示され得る。微光の蛍光画像が反射画像の強
い光によって圧倒されることを防ぐために、光源より供給される反射光の量は、画像セン
サ２６２に届く蛍光の量に同程度になるように選択される。
【００３１】
　図２Ｂに示されているように内視鏡２５０は、組織３５０を赤、緑、及び青のスペクト
ル成分を持つ光を用いて照射することによって組織３５０の白色光画像を取得することが
できる。照射される光は組織サンプル３５０によって反射され、フィルタ２０２を通過し
、内視鏡の撮影レンズ２５８によって画像センサ２６２上に焦点を合わせられる。フィル
タ２０２はほとんどの青色反射光を遮断するため、画像センサ２６２に届く光は過剰の赤
色光及び緑色光を含む。削減された青色光を画像センサにおいて補うために、照射される
光は過剰な光強度の青色光をフィルタ２０２を通過するバンドに含むか、又は削減された
緑色光及び赤色光を含み、その結果画像センサによって生成される画像はホワイト・バラ
ンスが保たれたものである。画像センサ２６２によって生成された画像の追加的なホワイ
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ト・バランスの微調整は、画像処理部１０６（図１Ａ）の画像処理ソフトウェアによって
達成できる。
【００３２】
　フィルタ２０２は内視鏡の遠位端に接着剤を用いて確実に取り付けることができる。図
３に示された実施形態においてフィルタ２０２は、染色された数ミリメータの直径のポリ
カーボネート・フィルタディスク２０２ａのような、様々な柔軟で光学的に透明である素
材で作られ得る。フィルタディスク２０２ａは、約１００μｍの総厚さになるように光学
的に透明な接着剤２０２ｂと重ねられ得る。
【００３３】
　フィルタは臨床環境において医療目的のため内視鏡の遠位端に外部から適用されるため
、フィルタの付着は確実であり、簡単であり、正確であり、かつ汚染されていない必要が
ある。これらの点において、小型のフィルタは取り扱いが容易ではない。内視鏡の一式に
はフィルタの取り扱いのための道具のようなものは含まれておらず、医療従事者らは頻繁
に手袋をつけており、また内視鏡のための準備時間は制限される場合が多い。このような
状況を更に困難にするのは、充分な精度を持って内視鏡の対物レンズにフィルタをかぶせ
るために必要な正確さである。ビデオ内視鏡６０の先端は通常その幅が５～１３ｍｍであ
り、複数の照明端子２５２、２５４、水端子、１つ以上の作業チャンネル２５６が混み合
っており、これらは対物レンズ２５８と同じ空間に共存する（図２Ａ、図２Ｂ及び図４を
参照）。
【００３４】
　フィルタを内視鏡の対物部に適用される際の問題は機械的な要素だけではない。内視鏡
の対物部は高角の視界を持っており（一般的に１２０～１７０°）、フィルタの絞りはそ
の視界の如何なる領域もふさいではいけない。更に、フィルタと対物レンズの間に空気や
混入物質が閉じ込められると、ビデオ内視鏡の光学的性能を低下し得るため、そのような
ことは阻止又は最小限に抑えなければならない。内視鏡は一般的に専用の洗浄機会を用い
て掃除、洗浄、及び消毒されるが、対物レンズに何らかの残留物が残ることは珍しくない
。そのような残留物は、内視鏡検査を行う前に除去する必要があり、対物レンズにフィル
タを付ける場合は、フィルタを付ける前に洗浄を行う必要がある。フィルタと対物レンズ
の間に残留物が入り込むと、内視鏡の対物部に対するフィルタの付着強度に悪影響を及ぼ
し得る。一端付着されると、フィルタは内視鏡検査が終わるまで安全かつ確実に付着しな
ければならない。そして、フィルタは粘膜と接触するため、フィルタ自体が無菌状態であ
り、検査開示時に患者に挿入されるまで無菌状態である必要がある。
【００３５】
　図４は、光学端子４０４、照明端子４０６、作業端子４０８、水端子４１０ａ、４１０
ｂ、及びその他の構成（例えば、フィルタ２０２を内視鏡の遠位端４０２に配置させる際
に役に立ち得る先端面輪郭４１２）を持つ、内視鏡１１０の遠位端４０２の異なる例示的
な実施形態の斜視図である。
【００３６】
　図５及び図６～６Ｂは本発明による適用装置５０を示している。内視鏡の遠位部４０２
に正確にかみ合わせられた適用装置５０は、フィルタ２０２（又はレンズアダプタ、引き
回し光学系（ｒｅｌａｙ　ｏｐｔｉｃｓ）のような他の光学素子）を遠位端４０２の光学
端子４０４に正確に配置するために使用され得る。適用装置５０は、後で図６を用いて更
に詳しく説明されるように、その内部にフィルタ２０２が搭載された状態で提供される。
図５に示された適用装置５０の例示的な実施形態は、実質的に円形の基盤部５１０を持ち
、適用装置５０の扱いに役立つつかみ面５２０を備える。基盤部５１０の遠位端（即ち、
遠位部４０２の反対側に向いている端）は縦方向に延びている実質的に円筒型の突起５１
６に変形するか、又はそのような突起５１６にスナップで取り付ける方式などで取り付け
られており、該突起５１６は図６の矢印Ａで示されている縦方向に移動可能なピストン５
１８を受け入れるように構成されている。突起５１２ａ、５１２ｂ及び５１４のような位
置決め部材は基盤部５１０の近位端に、例えば同じ金型で一体形成されるか、又は基盤５
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１０に取り付けられる。例示的な突起５１４は、例えば作業チャンネル４０８にかみ合う
ように構成されることに対し、突起５１２は、適用装置５０を遠位端４０２に正しい方向
と位置で配置させるため、遠位端４０２の円周段部４１４にかみ合うように構成されてい
る。他の実施形態は、例えば水端子４１０ａ、４１０ｂ、及び先端部の輪郭４１２などの
位置付け機構を用い得る。
【００３７】
　図６及び６Ａに示唆されているように、ピストン５１８はピストン筐体の、例えば上端
の近くのような位置にある、小さい戻り止め５１５によって保持される。戻り止め５１５
は、光学素子２０２を光学端子４０４に配置するために力を意図的に加える前に、不注意
によるピストン５１５の作動によってフィルタが出てしまうことを防ぐ。
【００３８】
　図６は適用装置５０の断面を示しており、差し込み図は、基盤部５１０におけるフィル
タ２０２の配置を更に詳細に示している。基盤５１０は開口部６２を持ち、内向きの輪状
凹部又は輪状段部６６を含む。好ましくは開口部６２の直径はフィルタ２０２の直径より
わずかに小さく、その結果開口部６２はフィルタ２０２を正確に及び確実に支持する。適
用装置５０が内視鏡の遠位部４０２に正しく配置されると、開口部６２は突起５１２ａ、
５１２ｂ及び５１４によって、内視鏡の光学端子又は対物レンズ４０４の真上に位置付け
る。次に、フィルタ２０２は、その粘着性側２０２ｂを光学端子４０４に対面させた状態
で、中央に揃われる。
【００３９】
　図６Ａに示されている異なる実施形態においては、基盤の最上部に、適用装置５０によ
って内視鏡の光学端子４０４の上に正確に配置される孔が空いた金属ディスク６７を備え
得る。ディスクの孔の直径は、その孔の中央に載せられる光学素子の直径よりわずかに小
さい。ディスク６７は、例えば真ちゅう薄板、又はピストンに加えられる力によって解放
まで光学素子を保持できる他の素材で作られ得る。
【００４０】
　図６及び６Ａに示された実施形態において、薄膜５１７は基盤５１０の開口部の実質的
に全域を覆う。柔軟な先端６４、６４ａは、薄膜５１７の光学素子２０２に対面する側の
中央に形成される。先端６４、６４ａは、矢印Ａの方向の外力がピストン５１８に加えら
れると、光学素子２０２の中央部を押し付ける。このように、光学素子は光学端子４０４
（又は光学端子内のレンズ）に向かって、中央から外周方向へ押し付けられるため、閉じ
込められた空気を排除することができる。又は、先端は薄膜を介せずに、光学素子に対面
するピストンの端部に配置され得る。
【００４１】
　図６Ｂ及び６Ｃは、符号５０’（図６Ｂ）、５０”（図６Ｃ）で示される適用装置５０
の他の実施形態を示す例である。これらの実施形態と図６の適用装置５０との差は、光学
装置を解放させるための作動機構における改装にある。例えば、適用装置５０’は弾力性
の支柱又はてこ６８を含み、てこ６８の一端は基盤に取り付けられ、てこ６８の反対側端
は図６の先端６４と同様な形に形成され得る弾力性の先端６４ａに力を伝えられるように
繋がっている。適用装置５０”はドーム型の薄膜を備え得、該ドーム型の薄膜は光学素子
２０２に対面する先端６４ｂを更に含み得る。該先端６４ｂは、図６及び６Ａを参照して
同様に説明したように、（薄膜６８ｂに加えられた力によって）光学素子２０２を開口部
から解放させ、光学端子に押し付ける。光学素子を内視鏡の光学端子に正確に搭載できる
であれば、そのような他の種類の作動機構が上記の作動部と共に使用され得ることは当業
者には明らかであろう。
【００４２】
　図６Ｄは、内視鏡の遠位端に光学系適用装置５０、５０’又は５０”を配置するための
過程の順序を示している。位置決め部材の１つである５１４（図５を参照）は、例えば作
業端子４０８に差し込まれ、他の外部突起５１２ａ及び５１２ｂは遠位端の外周の周りを
つかむ。図５及び６も参照してみると、フィルタ２０２を光学端子又は対物レンズ４０４
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に確実に取り付けるためには、操作する者はピストン５１８を矢印Ａで示された方向に押
す。すると、柔軟で丸みを持った先端６４はフィルタ２０２の非粘着性側２０２ａの中央
に、同じく矢印Ａで示された方向に押される。ピストン５１８はフィルタ２０２を開口部
６２を通るように押し、光学端子４０４に向かって解放する。ある実施形態においてはピ
ストン５１８はシリコンゴムで作られ得るが、他の適切なエラストマー化合物も使われ得
る。ピストン５１８の丸まった先端がフィルタ２０２を光学端子４０４にある内視鏡対物
レンズに対して押し付けると、フィルタ２０２は内視鏡対物部のレンズを中央から接触し
、レンズ外周に向かって接触を広げ、それによってフィルタと対物レンズの間に閉じ込め
られた空気を排除することができる。
【００４３】
　図７に示されているように、適用装置５０は光学素子５０と予め組み合わせられ、無菌
包装７０に封入される。内視鏡検査の前、フィルタ２０２を含む適用装置は、無菌包装７
０から取り出され、内視鏡の遠位端４０２にかぶせられる（図５）。次に、適用装置５０
は遠位端４０２に押し付けられ、内部突起５１４はその相手端子４０８にかみ合い、外部
突起５１２ａ及び５１２ｂは遠位端４０２の外周表面にある相手部分に摺動によってかみ
合う。すると、フィルタ２０２は上記のように光学端子４０４に適用される。
【００４４】
　図８に示されるように適用装置５０下記のものを含むキットとして供給され得る。
・フィルタ２０２を適用する前に、光学端子及び対物レンズ４０４にある油やほこりなど
を拭き取り、遠位端４０２を整えるための、アルコール又はアセトンのような揮発性溶剤
に浸された第１拭き物（ｓｗａｂ　ｏｒ　ｗｉｐｅ）８０４ａ。
・内視鏡検査後にフィルタ２０２を取り除くために有用な除去道具。適切な道具は、例え
ばＱｏｓｉｎａ、Ｅｄｇｅｗｏｏｄ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋから販売されるポリプロピレン製
爪クリーナ／ピックのような、へらの形をしたプラスチックの道具等がある。
・フィルタ２０２を取り除いた後そして内視鏡の再使用のための処理前、内視鏡の対物レ
ンズに残る粘着剤又は他の混入物質を取り除くための揮発性溶剤に浸された第２の拭き物
８０４ｂ（例えばアルコールに浸されたもの）。
【００４５】
　本発明は、詳細に説明された好ましい実施形態を用いて開示されているが、様々な改装
又は改良は当業者にとって明らかであろう。例えば、図面に示されていないが、位置決め
は、内視鏡の先端部の突起機構（例えば対物レンズに水を吹きかけ、洗浄を行うための端
子など）にかみ合うような凹部を適用装置に設けることによって達成され得る。又は、例
えば内視鏡の先端部の外周に設けられた相補機構にかみ合うような凹部を適用装置に設け
ることでも位置決めは達成され得る。従って、本発明の精神と範囲は下記の請求項だけに
よって制限されるべきである。
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